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令和５年度 和光市立北原小学校 学校経営方針 

 

校長  船越 一英 

 

１ 学校教育目標の設定方針 

人間尊重の精神を基調とし、心身ともに健康で、社会変化に主体的に対応し、郷土、国、社会の

発展に寄与できる、人間として調和のとれた児童の育成を目指す。 

 

和光市立北原小学校 学校教育目標 

【 知 徳 体 絆 】 

知 ・・・ かしこさ  「よく考え行動する子」 

１ 学びへの意欲をもち、学びの基本を身に付け、筋道立てて考え（思考力）、あらゆる物事に対して

正しく判断し（判断力）、適切に表現できる（表現力）。  

２ 既習事項や体験を活用し、よりよく問題解決ができる。  

３ 「今何をするべきか」「これからどう生きていくか」主体的に考え、言語活動を十分に活用し、 

学びを深めることができる。 

４ 学習環境、教材、ＩＣＴを活用し、知識、技能、判断力、表現力を総合的に高めることができる。 

徳 ・・・ やさしさ  「仲よく助け合う子」 

１ 全ての人間関係の基本「あいさつ」ができる。 

２ 正しい言葉遣いができる。 

３ 相手を思いやり、仲間を大切にすることができる。  

４ 共生、共働の大切さを理解し、人に支えられていることへの感謝の気持ちを持つことができる。  

体 ・・・ たくましさ 「健康でたくましい子」 

１ 健全な食生活や生活習慣を身に付け、健康な生活をおくることができる。  

２ 運動や遊びに親しみをもち、体を鍛えることができる。  

３ 困難を乗り越え、粘り強く取り組み、忍耐とともに、たくましい心を持つことができる。 

４ 疾病、怪我の予防に対する意識を高め、主体的に自らの健康維持と増進に励むことができる。 

絆 ・・・ いとしさ  「地域を大切にする子」 

１ 自分を取り巻く地域の人々との関わりを通して、思いや願いを知り、地域とのつながりを大切に

することができる。 

２ 自ら地域社会の活動へ積極的に関わることができる。 
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２ 学校経営の基本理念 

   ありのままのすべての児童を認め、徹底して鍛え伸ばすため、地域の特性も踏まえ、 

  「学校の主人公は一人一人の児童である」ことを大前提にして、 

３がいのある学校  づくり 

  を目指す。 

   「３がいのある学校」づくりとは、だれ一人とり残すことのない、全ての児童の育成のため

に、達成すべき学校のあり方を端的に表したものである。 

  ①一人一人の居場所づくりから 「通い甲斐のある学校」 へ 

    わかる・できる喜びを味わえる授業（す・い・じを大切にした授業）や自己有用感を育む 

   行事や体験、多様性を認め合える心の教育等、教育活動全体で一人一人の居場所を保証し、 

   児童が「今日も学校へ行こう！」と思える学校づくりを進める。 

  ②家庭や地域との協働的な教育活動で 「通わせ甲斐のある学校」 を 

    「未来を創るこどもたち」の育成を一緒に楽しむという気概をもち、様々な教育活動を協 

   働して行うことで、家庭や地域から「北原小学校に通わせてよかった」との思いをもっても 

   らえる学校づくりを目指す。 

  ③意識改革を足掛かりに 「働き甲斐のある学校」 に 

    「働き方改革は意識改革である」との思いを教職員全体で共有し、引き続き様々な教育活 

   動や業務を見直し、持続可能な教育活動を行うために業務等の取捨選択を進んで行うことで、 

   教職員全員が学校運営に参画する学校づくりを行う。 

 

   これらの考え方のもと、豊かな人間性に根ざした学力や体力を、学校生活全般を通して徹底 

  して鍛え、心身ともに健康な児童の育成を一貫して行うことを、本校の学校経営における最も 

  基本となる理念とする。 

 

３ 目指す学校像 

       ～ 学び合う楽しさ・認め合う喜び・高め合う学校 ～  

       ・「わかる・できる喜びがあふれる学校」   ・「心が響き合う学校」 

       ・「活力ある学校」   ・「安全・安心で互いに結ばれている学校」 

 

４ 目指す教職員像 

（１）子供、保護者、地域との確かな信頼関係を構築する教職員 

  ①「未来を育てる」責任として、１年後の児童の変容を見通し、教育活動の成果を示す。 

  ②目的意識をもって教育活動を展開し、情報発信や説明責任を果たす。 

  ③社会に開かれた教育課程を実施し、自ら進んで学校運営に参画する。 

（２）教育への確固たる情熱、創意工夫とたゆまぬ向上心をもつ教職員 

  ①日常の学習指導や職務を通して学ぶ姿勢を大切にし、日々指導力や実践力を研鑽する。 

  ②共に学び合う姿勢をもち、授業研修を核として質の高い授業のイメージを共有する。 

  ③自校外にも学びの場を見つけ、その成果や情報を教職員全体で共有する。 
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（３）より良く生きたいと希求する先達として、児童の率先垂範をする教職員 

  ①教育公務員としての自覚・服務規律の順守・社会人のモラルとマナーを備える。 

  ②教師の言動が子どもの「範」となり、本校での経験が学校に対するイメージとなることを強く自 

   覚し、服装・言葉づかい・言動・環境整備に留意する。 

  ③答えのない問題に対処すべく、状況に応じて柔軟に対応し、より良い策を持って取り組む姿勢を 

   自ら子供に示す。 

（４）子供を主人公に、一人一人が安心して生活できる環境づくりをする教職員 

  ①「わかる・できる喜び」が「楽しい授業」に直結することを意識し、す・い・じを大切にした授 

   業づくりを推進する。 

   →進んで学ぶ学習、一緒に学ぶ学習、じっくり学ぶ学習（主体的・対話的で深い学び） 

  ②子供一人一人にスポットライトをあてた教育活動を工夫する。 

  ③いじめに対しては全ての教職員が毅然とした態度で対応するとともに、組織的に未然防止や早期 

   発見・早期解消を図る。 

 

５ 互いに結ばれる地域像 

学校と協働する地域 
１ 学校運営協議会の活用。 

２ 「さざんかの会」「学校応援団」による教育支援。 

子どもを 

見守る・育てる地域 

１ 見守り活動による児童の登下校の安全確保。 

２ 校区の「子どもを守る家」の位置の確認と周知。 

学校と 

共に学び合う地域 

１ 地域人材の活用。（多様な文化・知恵の伝承、学校ファーム等） 

２ 地域の教材化。（地域の文化財、自然の活用） 

子どもの 

帰属意識が高い地域 

１ 地域へのボランティア活動。 

２ 地域活動、行事への理解と参画。（桜祭、夏祭、社会科見学等） 

 

６「目指す学校像」実現のための取組目標と達成に向けた方策 

目指す学校像 取組目標 達成に向けた方策 

わかる・できる

喜びがあふれる

学校 

・基礎基本の定着によ

る達成感や学習意欲

の向上 

・ＩＣＴ活用の推進 

 

 

・個々や集団でのコミ

ュニケーション能力

の向上 

〇各学年の基礎的基本的学習内容の定着を図る。 

○学習指導要領の着実な実施を図る。 

 （す・い・じを大切にした授業） 

○ＩＣＴ活用を通した学習活動の深化を図る。 

○プログラミング教育、情報リテラシー教育の充実

を図る。 

○図書館アドバイザーと連携し、読書活動の一層の

推進を図る。 

○ALT と連携し、外国語科・外国語活動の授業の充

実を図る。 

心が響き合う学校 

・人権尊重の精神に根

ざした、豊かな人間

性の育成 

○多様性を認め、高め合える人間関係の構築を図る。 

〇校内委員会の機能の実効的充実を図る。 
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活力ある学校 

・目標に向かって忍耐

強く体力づくりに取

り組むことができる

児童の育成 

○達成感・充実感を児童と教員が共有できる体育授

業の展開を図る。  

○学校医と連携した健康教育の推進を図る。  

 

安全・安心で互い

に結ばれている

学校 

・確固たる全教職員の

危機管理意識の醸成 

・地域が好きと言える

児童の育成 

○児童自身の「自分の命は自分で守る」という意識を

高める。 

〇地域ステーションとしての学校の確立を図る。 

 

 

７ 今年度の重点（指標）  

 

目指す学校像 取組目標 今年度の重点（指標） 

(1) 

学 

習 

指 

導 

わかる・できる喜

びがあふれる学

校 

・基礎基本の定

着による達成

感や学習意欲

の向上 

重点①「自己有用感」「自己肯定感」をはぐくむ授業

改善の推進 

重点②主体的・対話的で深い学びを実現させる授業

（進んで学ぶ、一緒に学ぶ、じっくり学ぶ）の

推進による基礎学力の定着 

重点③１時間完結型の授業の確実な実施（ねらいと振

り返り、めあてとまとめの可視化） 

重点④学習規律（学び方）の徹底 

 

指標①「授業が楽しい、満足だ」と答える児童の割合 

指標②基礎基本の重点事項に設定した知識・技能の達

成率 

指標③「めあてとまとめ」のある授業の割合 

指標④規律ある態度の関連項目の達成率 

・ＩＣＴ活用の

推進 

重点①ＩＣＴを活用した学習内容の深化 

重点②情報活用能力及びプログラミング的思考の育成 

重点③情報リテラシー教育の充実 

 

指標①児童一人当たりの１日のＩＣＴ活用回数平均 

指標②プログラミング教育の実施時数 

指標③情報リテラシー教育の実施回数 

・個々や集団で

のコミュニケ

ーション能力

の向上 

重点①週２日の朝読書や図書室の効果的な活用 

重点②ALT との連携による、外国語に慣れ親しむ外

国語科、外国語活動の指導 

 

指標①児童の読書冊数、図書室利用回数平均 

指標②中学年「聞く事」「話す事」、高学年「読むこと」

「書く事」の達成率 
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(２) 

道 

徳 

教 

育 

心が響き合う学

校 

・人権尊重の精

神に根ざし

た、豊かな人

間性の育成 

重点①多様な指導方法を用いた児童にとって学びの

担保された道徳科の実践 

重点②教育活動の様々な場面での「自己有用感」を育

む道徳的実践の場の意図的な設定 

重点③望ましい学級集団づくりのための児童理解の

深化 

重点④正しい判断力、望ましい表現力の定着による個

が育つ集団づくり。 

 

指標①「道徳の授業は役に立つ」と答える児童の割合 

指標②道徳教育全体計画別葉の活用率 

指標③教育相談の設定回数、教育的ニーズのある児童

に資する SC や相談員との連携率 

指標④学級活動の実施回数、異年齢交流の実施回数 

 

 

(４) 

家
庭
・
地
域
等
と
の
連
携 

安全・安心で互い

に結ばれている

学校 

・確固たる全教

職員の危機管

理意識の醸成 

 

重点①児童自身の防災・防犯意識の醸成 

重点②有事の際の事故回避能力の育成 

 

指標①安全教育、避難訓練前後の指導回数 

指標②避難訓練時の初期行動の定着率 

・地域が好きと

言える児童の

育成 

重点①地域人材の積極的な活用 

重点②児童の郷土を愛する心の育成 

 

指標①学校応援団等、外部人材の活用回数 

指標②学校ファーム、川遊び等、地域における学習活

動の実施回数 

 

(３) 

体 

力 

向 

上 

活力ある学校 

・目標に向かっ

て忍耐強く体

力づくりに取

り組むことが

できる児童の

育成 

重点①体育科における十分な運動量の確保 

重点②外で遊ぶ機会等を活用した、コロナ禍で低下し

た体力の回復、向上 

重点③基本的な感染症対策の徹底等、継続した体調管

理と規則的な生活リズムの習慣化 

重点④栄養職員と連携・協力した組織的な栄養指導

等、食育の推進 

 

指標①体育科１単位時間内の脈拍数上昇回数平均 

指標②新体力テストの総合評価向上率 

指標③疾病通知の治療率 

指標④食育に関連した指導時間数、給食の残食率 
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その他の重点項目 取組目標 今年度の重点 

(５) 

研
究
・
研
修 

校内研修の充実 

・目指す学校

像、学校教育

目標の実現に

向けた実践

的指導力、授

業力の向上 

○学校教育目標の具現化に向け、校内重点研究を始め

とした校内研修を充実させ、指導力の向上を図る。 

・全教員参画による校内重点研究の推進 

令和５・６・７年度和光市教育委員会研究委嘱 

＜研究主題＞ 

自分を見つめ、他者を認め、未来を創る児童の育成 

～自己肯定感を高める教育活動の工夫を通して～ 

・児童理解研修の充実 

・夏季休業中の研修内容の精選、充実 

・年次研修、希望研修等の活用 

(６) 

生 

徒 

指 

導 

児童理解に基づく 

生徒指導・ 

教育相談の充実 

・互いを認め合

い、所属感を

もてる集団づ

くりの推進 

○規範意識、学習規律、個別の配慮等について、全教

員の共通理解の下に徹底する。 

・関係する会議等の着実な実施と効果的な運用 

・新規不登校児童を生まない組織的な働きかけ 

・児童理解研修の充実（再掲） 

・関係する外部機関との緊密な連携 

いじめの根絶 

・すべての児童

が、安心・安

全で、豊かに

生活できる学

校づくり 

○いじめ防止基本方針をもとに、いじめに係る指導の

徹底を図る。 

・教育相談（個人面談）、いじめアンケート（毎学期）

の実施 

・いじめの未然防止、いじめの早期発見・対応 

・研修等を通した教職員の指導スキルの向上 

・関係機関との連携によるいじめ撲滅教育の実施 

(７) 
働
き
方
改
革 

必要に応じた校務

の見直し 

・教職員全員の

意識改革に根

差した、校務

の見直し 

○今一度ゼロベースで教育活動の点検を図り、必要に

応じて見直しや取捨選択を行う。 

・勤務時間内での校務遂行による働き甲斐の醸成 

・勤務時間の適正化（時間外勤務について月４５時間

未満の徹底、年３６０時間未満への意識化） 

・ふれあいデー、ノー残業デーの着実な実施 

・高学年を中心とした教科担任制の更なる推進 

・ボトムアップでの教育活動の精選 

・校務に係る費用対効果を意識した取捨選択 

  


